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要     旨 

緒 言：分泌型免疫グロブリン A(Secretory immunoglobulin A：s-IgA)は、全身免疫と腸管免疫の

両方において重要な役割を担っている。しかし、CO2 気腹操作が腸管免疫に及ぼす影響は十分に

分かっていない。本研究において、CO2 気腹操作が開腹操作と比べ、腸管免疫である s-IgA の分泌

にどのような影響を与えるか調べることを目的とした。 

研究対象および方法：7 週齢の雄 Sprague–Dawley ラットを用い、①麻酔群(コントロール群)、②

開腹操作群、③CO2 気腹操作群の 3 群に分け、さらに各群、短時間群(30 分操作)と長時間群(4 時

間操作)を作成した(各群 5 匹)。すべてのラットは、頭低位とし人工呼吸器下管理とした。モデルを

作成後、0hr、3hr、24hr 後に犠死させ、回腸と回腸内便を採取した。回腸組織中の Toll-like receptor 

4 (TLR4)、酸化ストレスの指標である malondialdehyde (MDA)、回腸内便中 s-IgA を測定し、CO2

気腹操作と開腹操作が s-IgA の分泌にどのような影響を与えるかを検討した。 

結 果：便中 s-IgA 値は開腹操作では増加せず、気腹操作にて有意に上昇した(p<0.05)。さらに、

気腹操作群において、短時間と長時間の比較では、長時間操作において有意に s-IgA 値の増加を認

めた(p<0.05)。TLR4 値は開腹操作では一過性に、気腹操作では徐々に増加した。MDA 値は気腹

操作において早期に上昇し、24 時間後においても開腹操作より有意に高値を示した(p<0.05)。 

考 察：今回の結果から、腸管免疫や全身免疫において重要な役割を担う s-IgA は開腹操作よりも

気腹操作において有意に分泌されることが分かった。さらに、気腹操作においては時間依存性に



s-IgA の分泌増加が認められた。その一方で、気腹操作は開腹操作と比較し、回腸組織中 TLR4 値

や MDA 値が高いことから、CO2 気腹操作が腸管粘膜に傷害を与えたことが示された。一般に、気

腹操作に伴う腹腔内圧の上昇により、門脈圧の上昇が生じることが報告されている。さらに近年、

気腹操作により腸管組織中の MDA 値が上昇することも報告されている。そのため本研究において

は、気腹操作による腹腔内圧の上昇のため、門脈圧の上昇・門脈血流量の減少が生じ、腸管血流の

鬱血が生じたため、腸管粘膜が損傷され、bacterial translocation が生じやすい状況となり反応性

に s-IgA が有意に分泌されたと推測された。 

結 語：気腹操作は開腹操作と比較し、有意に便中 s-IgA を分泌させることが示された。この現象

には、気腹操作によって一過性の腸管粘膜傷害が生じることが影響していると考えられた。 

 


